
消防活動状況（平成28年10月）

救急出場件数…………………… ５59件（5,621件）
搬送人員………………………… 530人（5,212人）
火災件数……………………………… 5件　　 （33件）

（　）は平成２8年１月からの累計。

防災一口メモ

平成28年11月1日　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　 １２２，５００人　　　　　＋１１９
　男　　　　　　６１，４１７人　　　　　　＋３８
　女　　　　　　６１，０８３人　　　　　　＋８１
世帯数　　　　 ５０，２４７戸　　　　　＋１２５

うるま市の人口

市の情報を毎月5日に
配信します。友だち登
録は左記のＱＲ、また
は公式アカウント検索
で「沖縄県うるま市」
と検索ください。

広報紙を電子書
籍で閲覧できる
アプリです。左
記のＱＲコード
よりダウンロー
ドください。

市公式 L I N E アプリ マチイロ

ご寄付ありがとうございます。
うるま市育英会へ

☆久
く

保
ぼ

田
た

　時
とき

江
え

　様　（与那城西原）より36,500円の寄付
☆ 東

ひがし

原
はら

　清
きよし

　様　（字赤道）より５万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ
☆(株)キョウリツ　様　（石川東恩納）より５万円の寄付
☆(株)沖縄有機　様　（石川）より５万円の寄付
☆久

く

高
だか

　敏
とし

子
こ

　様　（栄野比）より５万円の寄付
☆山

やま

田
だ

　義
よし

富
とみ

　様　（川崎）より10万円の寄付
☆具志川なつメロ友の会　様より713,647円の寄付
☆新

あら

川
かわ

　正
せい

徳
とく

　様　（勝連平敷屋）より5万円の寄付
☆ 東

ひがし

原
はら

　清
きよし

　様　（字赤道）より５万円の寄付

うるま市指定避難所等開設訓練と
自主防災会等の災害訓練を実施しました。

本市は、四方を海に囲まれ、沿岸部や低地帯に市街地な
どが形成されていることから大津波が発生した場合には、
甚大な被害が予想されます。

よって突発的に発生する地震・津波災害時における防
災体制の向上を図ることを目的に、指定避難所（25箇所）、
福祉避難所（２箇所）及び遺体安置所（２箇所）の開設訓練
を実施しました。

うるま市自主防災会の25団体（27自治会）は、避難訓練、
炊き出し、防災学習会、防災資機材の点検、清掃活動など
の取組を実施した。自主防災会以外の天願自治会やいし
かわ児童館等は、独自の災害避難訓練を実施しました。

広報紙の配達に関するお問い合わせは各自治会まで

【新赤道自主防災会の会員一同】

【照間区自主防災会の避難状況】

【東山区の消防署員の救急法指導】

【曙区自主防災会の炊き出し訓練】応急手当講習会を実施
10月25日に彩橋小中学校の小学５年生11名に対し、応急手当講
習会が実施されました。本年８月
に市消防本部で応急手当普及員
の資格を取得した教員２名が講師
を務め、市PTA連合会から配布
のあったモデル機材を活用し講習
を行いました。

中頭病院と市消防本部では「中頭病院ドクターカー運
用に関する協定書」の締結を10月31日に行いました。

これに伴い、11月1日からうるま市管内で発生した重篤
な救急出動時等において、救急
隊の要請により中頭病院から
医師等が同乗したドクターカー
が出動し救急隊と連携した早
期の医療介入が実施されます。

中頭病院ドクターカー運用に関する協定書締結
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